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新下川鉱山鉱．床調査報告
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Kbroku　Tsuboya＆K6ji　Ozeki

　Shinshimokawa　Mine　which　is　one　of　the
・01d　cupPer　mines　i血Japan　is　located萱n　Shシ

・mokawa　district，Kamikawa　comty，Teshio

lPf・vinfe，Hqkkaidα

　一The　deposit　comprises　linked．four　lentシ

，ζcularorebodiesinterbededapPare阜tlyco貸

｛ormab1e　to亡hePalaeozoic　formationsmainly
妃・mp・sed・fphy11ite（h・ngi血gWa11）3nddia－

lbase（footwa11）．

　Thescaleofeachorebodyisabout7m
　×210m3ndabout150mindepth．
　The　ore　is　massive　in　texture　and　co11・

sisted　of　py：rite，chalcopyrite，pyrrhotite　and

zincblende　in　decreasing　order　of　amount，

、ωntaining　about　O．6～1．Ogr　Au，17～8gr　Ag，

1．3～0．8％Pb，and　O．16～0．19％Co．AveIage

二grade　of　ore　is　represent6d　by　about3～1％

〈）f　Cu　and　about40～15％　of　S．

　The　deposit　is　probably　assμmed　to　be¢

ikat翫～mesothermal　nature．
　Re6e血歪ly　about3，800ton　of　Cu　and　about

5yOOO　ton　of．S　are　prod疑ced　as　dressing　ref｝

lned　ore．

　　　　　　 1．緒　 言

昭和郎年1コt・月12日から14日迄小官等は新下川鉱山

め鉱床を調査した。調査に当つては鉱業所長奈良勇雄氏

を嬌め関係課係長諸民の厚意1こ依つて多くの資料を與え

ちれた。叉白井地質係長には坑内全域の案内を受けた。　・

こXに記して深謝の意を表する。

　　　1　　　2，沼　 革

．昭和8年下川附近の農民が露頭を発見した後，幾多経

＊東大講師乖鑛床部長

地質調査所群鵬2窟第2號昭和26年

緯を経て同17年9月三菱鱗業株式会祉の有に帰し・会

肚は引続いて探鉱を行ぢと共に18年拡張計画を進め，

同年勉月から手選精鉱月産2，100tを産するPに及んだ。

19年3月能カ月処理1，200tの浮游選鉱場の設立に着手

し，翌20年5月には月6，⑪00t処理に拡張，擬業を開

始したが，21年茸月失火の爲選鉱場は、烏有に帰した。

止むなくその後坑内探鉱に主力を注ぎ，銅鉱石の手選

上鉱はこれを直島製錬所へ直邊し　硫化鉄鉱ぽ一部東洋

高圧砂川工場へ逡つた・この間浮游選鉱場の再建を計画

し，，23年10月起工，目下建設中で24年9月これが完成

を見れば，月2，50硫を処理し得ることになるのである0

　　　　　3．鑛i業罹，鑛区番号

鉱業権者　三菱鉱業株式会融（新下川鉱業所）

登録番号　採登第79号　面積841，000坪

　　　　’〃〃80〃　〃983，000〃

　　　　〃　〃81〃　〃551，000〃

　　　　〃　〃82〃　ケ986，500〃
鉱種　銅・硫化鉄鉱・コバルト・錯・亜錯，1／5・，・o・地形図

下川，1／200，000名寄，1／100，000地質図下川

　　　　　4．位置交逼及び地形
新下川銘山は天塩國上川郡下川村にある。國鉄綱走線

下川駅の南南東に位し，名寄川の一支洗ペソケ川に滑う

て湖つれば，約10kmで事務所選鉱場所在地に達するQ

この間中名寄森林軌道があり，約1時聞を要する。この

聞叉自動車道路も．ある。冬期聞は積雪の爲屡々軌道の蓮

韓不能に陥ることがあるo探掘元山はペソケ事務所の更

に南直距3。5kmを隔てた名寄川の他の支洗パンケ川落

合沢の北岸にあり，事務所との聞は徒歩連絡による。徒

歩所要時聞約1時間余であるが，鉱石並びに物資の轍邊

には索道に依つている。目下事務所・元山間に通洞を掘難

中で，将来これに電車を動かす計画である。この附近は

北海道背梁山脈の東側に当・り標高500～600mの緩漫な
地貌を呈し，事務所は海抜1350m，元山も略々同高で，

名寄御料林の原始林に蔽われ，漢流はこの間を洗れて谷

浅く，何れ』も幼年期ゐものに属する。

　　　　　　5．地　質
　鉱山附近の地質は古生厨とこれを貫く輝緑岩並びにこ

れらを被覆する第三系から成る（窮1図参照）。
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第1圖　新下川鑛山附近地質圖

　（1）古生層は所謂日高系に属し，主として粘板岩で，

硬砂岩，レンズ状石次岩を爽有する。輝緑岩の滋入を受

けた附近のず粘板岩は千枚岩に変じている。粘板岩の走

向・傾斜は局部的に変化し，一定の方向を示さないが，、

石荻岩の延長方向はNE－SWである点から，一般の走向

もこれと一致するものと考えられる◎

　（2）輝緑岩は鉱床と密接に関係するもめで，昭和20

年北大理学部馬場学士2）の調査があり・，最近では鉱山職

員が詳細な露頭調査を行つたので，その分布地域並びに

、産1伏力§略々明となつたQ

　ごれら調査によれば，パンケ川上流地

方に4km2の地域を占めて日高系に溢

入して分布する。この地方の侵蝕が“般

に進まないので，地表では略々南北に延

長する無数の岩脈状を示すが，内部では

一塊の岩体として存するものであろう。

岩脈状に見える大きなものでは延長2

km，幅200mに達するものがある。特

にパソケ川の：支洗落合沢・中ノ沢では比

較的好露出を示すが，・山の中腹以上は日

高系と共に新生界に蔽われているo岩石

は局部的に種々相を示し潜晶質から粗粒

のものまである◎粗粒のものは一見斑糎

岩檬相を呈する◎顯微鏡下に槍すれば，

潜晶質（下二番坑南端）6ものほ，斜長

石・輝石・角閃石少量の撒麓石から成り，

季方フィテック構蓬を示す。斜長石は自

形柱状で，長さ0。07mm，一部ソ・一ソ

リデゼーシヨゼを受ける。輝石・角閃石

は粒歌で平自形を示し，斜長石の聞を填

めて晶出する。粒の大きさは0．04mm

程が普通であり，緑泥石・蛇紋石に変す

る部分もある。棚魔石は斑晶状をなす。

副成分鉱物として燐亥石等は殆んど観ら

れない。試料が鉱床に近い爲著しい黄鉄

鉱の鉱染を受け，叉賜簾石・石英の』細脈

に貫かれるo

　粗粒（通洞北端〉A3のものは肉眼的に

は淡緑色で，著しく鋼理性のある淡緑色

鉱物が白色の地に斑状に認められる。検

鏡すれば，斜長石・輝石とかち成り，オ蓼

フィテック構造を示している。斜長石

は長柱状自形で，長辺3mm，極度に変

化してソーソリタイズし，復屈折は弱ぐ，

筐にカールスバード双晶が認められるo

輝石は長石の間を墨めて他形を示し無色

で，中心の僅少部を残して，周囲は全く異剥石となり，

顯著な繊維1伏になる。復屈折の著しく低い，無色の蛇紋

石に変ずることもあり，蛇紋石は又斜長石Q壁開面をも

充墳する。一肉限で白色に見える部は，この変化した斜長

石及び蛇紋石であり，剥理面に富んだ鉱物は印ち異剥石

である。

　この輝緑岩の全部が一回で逆入したか否か甚だ疑問の

点がある。それは通洞北部で第1m《・2mの破璃質岩が

認められる事からである◎この岩石（A2）は緑黒色で甚だ

軽く，全く緻密種で，槍鏡の結果は破璃のみから成り，

、》
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隷泥石化は受けるが，全く斑晶を

有レない。これを境として南ほ潜

晶質岩（A1）類で，これ嫡顯晶質

の（A3）であるol或は（A1）か（A31

の後に滋入し，（A1）の急冷部が

（A2）として存するのではないか

との疑がある0
1
（ 3）第三系は緑色凝友岩・火山

製鬼岩・安山岩とカ・らなり，これら

は常に相俘つて，日高系及び輝緑

亀岩を被覆し，從つて丘陵地の高部

を占めて発蓮するd集塊岩は角礫

状で安山岩質のもので，凝友岩の

上部を蔽う。安山岩は熔岩流と、悪

われ常に丘陵地め最高部を占め，

集塊岩を略々水畢に覆う．ている。

岩質は復輝石安山岩に属する。

　　　吼鑛　床
鉱床は落合沢の北岸に露頭を有

し，輝緑岩を下盤，千枚岩を上盤

として，それらの接触部に滑うて

胚胎する。、露頭は幅4m程の硫　，

化鉄鉱を主とするもので，その面

積極めて狭く鉱床の大部分は地下

に潜在して削剥を冤かれている。

開発以来延長方向，下底とも探鉱

が進んで，現在では東に凸出部を

有する弓形の一大鉱体で，南北の

延長略々500m，露頭以下約垂直

120mまで発遽することが知られ

た。邸ち鉱床は現在坑道の中央部

では走向NSであるが，北方では

次第に北西に振れ，N45◎Wとな

り，南方で醤南西に扁してS700W

となり，全体として弓1伏をなし，’

傾斜は東方へ600’》800急斜するo・

レンズ状鉱床の蓮鎖と考えられ，’

ユ箇リレソズの肥大箇所は厚さ．7

m，輝緑岩の鉱染部を含めれぼ24

m，永李延長約鍛Om，下底へ150

m以上に蓮するものもある。各

レソズ間は鉱床の縮小部で必ず細

脈を以て互に蓮繋する。現在4箇

のレソズ歌鉱体が知られるo（第2

図断面図参照）．

上盤は多ぐは千枚岩であり，下
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盤は輝緑岩であるが，時には鉱床は分岐し，千枚岩叉は
一
輝
織
岩
中 に遊入した形を呈するこ≧もある。

　母岩の変質，上盤をなす千枚岩は黒色叉は淡緑色で，

鉱床に接近しては概ね著しく剥理性を帯び，且つ黒色と

なることが多い。下一番坑Om～Om（鉱床地区を100m

問隔に基盤目に経緯を設け，北及び東方へそれぞれ（＋）

南及び西を（一）以て示す）附近宅探取した。淡緑色種

（B3）を剥理面に季行な薄片で槍鏡すれぱ・緻密の粘土質

物質から成り1，微細鱗片状絹雲母が生成する。硫化鉄鉱

の樹枝状細脈石英の微晶質細脈に貫力1れるQ特砕注意す

べきは長さ0．05mm程の短柱状，錐面の屡々見られる

鉱物が発達することである。これは時に硫化鉄鉱を俘

う。この鉱物は斜溝光で，多色性強くOi＝淡黄色でi1＝

褐色で，複屈折，屈折率共に相当高いもので，楯石と思

われる。更に叉下二番坑南端（一120m，一100m）では鉱

体は粘板岩中に胚胎するが，下盤のC4は，全く黒色緻

密，塊状の粘板岩で著しい変質は受けず，硫化鉄・石英

の細脈に貫かれているに渦ぎない。このように千枚岩で，

も部分的に変質の甚だしいものと，殆んど変化しないも

のとがある。輝緑岩は常に鉱床の下盤をなすが，既に地．

・質の項に述べた如く，一様に硫化鉄鉱化を受けると共に，

有色鉱物は緑泥石・蛇紋石に変じジ叉石英及びこれに俘　’

う方解石の無数の細脈に綱1伏に貫かれる。時には駒簾石

の脈も認められるo要するに中深性熱水鉱床の：普通の変

イヒを示している。

　　　　　7。鑛石及び晶位
　鉱床を形成する鉱石ほ塊状で脈石が違だ少いことが特

徴である。千枚岩に接する部分は時に縞状構造を示すこ

とがあ為。量的から見れば黄鉄鉱・黄銅鉱・磁硫鉄鉱・閃

亜鉛鉱の順序であり・，微量の金・銀・錯・コバルトを含むQ

玖瑠鉱も産する≧云われるが操取した試料を研磨槍鏡し

、て臨これは未だ認めるに至らない。方錯鉱も殆んど見

られない。叉二衣的変化は殆んど進まず，多少あつたに

しても上部ば探掘済なので，1二弐的銅鉱は全く認められ

ないる鉱床の肥大する部では一般に黄銅鉱が多いが，時

には肥大部でも殆んど黄鉄鉱のみから成る部もある。各

鉱物の水平並びに垂直分布変化は鋼然とした結論は出し

得ないが，硫化鉄鉱の多い部では磁硫鉄鉱は少く，磁硫

鉱は常に黄銅鉱に共俘する。閃亜鉛鉱は局部的に暦減鉄

がある◎，爲場学士によれぼコバルトは：Fe成分と共に≠曾

減すると言われる。研磨鉱石を槍鏡した結果から鉱石の

晶出順序は下記の如くである。

鉱石

黄鉄鉱

初期

黄銅鉱一　　一
閃車錯鉱

白鉄鉱

石　英

方解石　　一
主要鉱石晶出の後に鉱床の裂埣著しく，白鉄鉱（㌘）。

石英の細綱状脈ま，それ以前の鉱石を縦横に貫くのが認

められる◎

コバルト等の微量成分は顯微鏡下には全く認められな

い。鉱石の品位は部分によつて変化あること勿論であ

り，坑内2，3ヵ所に於ける鉱体の耶均品位を表示すれば’

次の様であるo（鉱山資料による）

位 置F

下一番坑南上鉱

同　　ガリ鉱

下三番坑騰m）

同（講艶）

Cu

8．37％

5．25、

6．81

0．5

S

晩期

39・5％

20．10

41．46

30，0

叉通洞と下一番坑の探鉱坑道で延長300m間の30無

を1区劃として，鉱床の幅及び品位を表示すれば次の様

であるoぐ鉱山資料による）

　南方より北

　鶴寧
　ア

劃醤
　！　15
　1　16
　1　17

洞1醤
李　　均

下

番

坑

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

平　　均

下123二」　24

番i25坑1　32

平　　均

鉱床の幅

1。4

1。35
1．05

13．5，、
8．5

9．5

3．5

9．2

14：．0

4．5

4．2

2．へ

，2．9

2．0

4．8

4。0

6．0

5．0

5．0

2．2

3．3

3．0

1．6

2．5

Cu

2．4％
襲。8

1．8

2．9

2、0

2．7

113

2吸27

2．4％
2．3

ユ．77

2．76
2．47

舳1。｛）

1．0

1．3

1。5

2。0

1。85．

2．37％
3．00、

1．41
2。窪

2，29

S

朗％
20
20
20’

20
20
40、

23．4

40。0％隔

40．0　・
42．0
30．0
30．0
20．0
20。0
15．0
18。0
35．0

29。0

39。o％

35．0
35。0
42も0

37。8一
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iAu，
「

Ag

粗鉱0・6、7・6一
手選精鉱　，1．5　17．q

浮選原鉱　　0、6　8・4

浮選精鉱　　1・5　17・5

浮選尾鉱　　0・2　2・6

tCu

0．98

3．71

1．71

4．74

0。18

Fe

20．94

37．09

122．07

38．81

12．40

1S

19。31

37．18

20．66

42．86
』
3
。
9 8

Pb・

1．27

0．81

0．81

0．76

Q．66

lZn

2．76

5．04

3．30

4．08

1．62

lAslSi・21A12・3

　　　　　し0．57　133．璽2…7．90

　1　10．0917．1612．57

　1　iOい04　131．4α　9，02
・．・4ド4．561・．7・

　レ　10616　 3壬．40 3。47

　

lM凶

1．27

0。72

1．08

0．25

1。49

cao

1．65

1．20
1．95・

0．40

2。10

Co

o，16

0．19

0。19、

o。繊

0。ユ2

Tota1

89．93、

95。76

92．25
－
9
3
。
5
3

90．58

上表を見やば通洞・下一番坑・下二番坑とを比較すれ

ぼ，脈幅の準均は上部厚く，銅品位及び硫黄品位は下一

番坑で他の二坑道に比し劣つているq然しこれを以て直

．ちに，下二番坑以下を到断することは出来ない。次に金・

銀・コバルト等の微量成分をも含めた鉱石の完全分析を

会肚で行つた結果は，…突の如きものである。（Au，Ag億

gr／t箪位，一その他は％輩位）

この総計が100％に足りないのは，灼減及びアルカリ

を見ない爲であろう。

　　　8．探鑛，採羅及び運搬
落合沢岸に露頭が肇見されて塚来，鉱床の上盤側の千

枚岩中に坑道を設けて，一部の鉱石を操掘した。然し千

枚岩は甚だ脆弱で崩壌し易く，保坑も容易でないので，

その後鉱床の下盤の輝緑岩中に探鉱，並びに蓮搬坑道を

切換えた・この岩石は堅硬である爲，採掘以外は坑木も

僅少で事足りる。現在はこの方式を用いている。坑道は

露頭地並の水平坑道を通洞とし，通洞以上及び以下に，

次の6水築坑道を開墾しているo

’灘藍随間騨m
　通　　洞｝　〃　　30m

下一番坑｝

下二番坑｝

下三番坑｝

ク

〃

グ

30m
30m
3Gm

1水平坑ρ連絡に堅坑を以てする。

上一番坑では上下盤に探鉱坑道を設けて，母岩中の鉱

床の存否を確め驚が，坑道掘進が進むにつれて，鉱床は殆

んど輝緑岩と千枚岩の接触部に限られて賦存することが

明かとなつたので，通洞以下では，輝緑岩中に蓮搬坑道

を設け，毎20m毎に接触部へ向つて堅入坑を掘り1，鉱

床の存否を確認している。叉上盤の適当の箇所から坑丙

試錐を行つて坑道以下の鉱床を探知しているo

現に下三番坑から錐下した2本の試錐は，それぞれO

m，30mで鉱床に当軌　これによつて，下四番坑，下

五番坑開墾の可能なことを確めた。下一番城の南延長は

落合沢底に近いので，延ばすことを止め，下二番坑の川

底から60m下で潜り，南へ向つて探鉱を進めているo

揉掘は切上り階段掘りで，旧選鉱場焼失以前は，通洞

域上を操掘したが，焼失後は專ら下部の探鉱を主とし，

採鉱坑道で採掘じた鉱石は・，堅坑宅坑外の貯鉱舎に蓮び・

鉄索でペマケ事務所傍の軽便軌道まで邊るq更1こ下川駅

貯鉱場へ輸邊する。印ち　　　　　●

坑内一貯鉱舎一繭釜一蒔顯一直脚鉱）

雛索畷楚1備認工場

　　　　9・鑛床の成因
鉱床の賦存状態・鉱石の共生関係・母岩の変質等以上述

べたことから，本鉱床は輝緑岩湛入後に生成されたもの

で，本岩とは姉妹の関係にある中深成交代鉱床で形はレ

ンズ状鉱床の連続であり，ブ種の鉱脈とも考えられるが，、

普通の鉱脈と異り，著しい脈石は存しない。その一部は一

輝線岩中に鉱染している。鉱液の初期に石英黄鉄鉱の晶

出，…烈・で磁硫鉄鉱黄銅鉱の主要鉱石の晶出となり，梢

々遅れて閃唖錯鉱最後に白鉄鉱（？）・石英・方解石の晶出

で鉱床生成の幕は閉じたことになるo

母岩は輝織岩では蛇舷石・緑泥石・黄鉄鉱化作用が行わ

れ，その末期に瓢簾石化まで行われ，千枚岩の一部には

棚石が生成されている。主要鉱石の晶出後鉱床母岩共

に破陣作用を受け，’その後微晶の白鉄鉱叉は黄鉄鉱はそ

の微細の裂罐に澹うて沈澱している。

鉱床の型式として類似のものとしては，内地の外帯1こ

発達する含銅硫化鉄鉱鉱床があり岩手縣田老，徳島縣浅

川，百合等はこの例で何れも塩基性岩叉は超塩基性岩に、

成因的に関係し，その一部を交代している。本鉱床は著

しい交代作用は認められず，脈石の少い一種の鉱脈とも

考えられるo蛇紋岩に関係する滑石鉱床と型式に於て著

しく類似する◎

　　’　　　　10．累年産額

昭和18年以後の銅鉱並びに硫化鉄鉱の産額は次表に

示す通りであるo

以上の出鉱は選鉱場焼失以前は選別後三菱鉢業直島製

錬所へ邊つたが，瓢年焼失後は銅鉱は直島へ逡つて処理

し，硫化鉱は硫黄原料として東洋高圧砂川工場へ邊つた

が，こ玉では含有する銅分の処理参出来ぬので邊鉱を中
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＼
、

＼　　．年度

月頃
＼

1月、鴛月

計

18年
（銅鉱）

4，8H

一19年
（銅鉱）

48，403

20年
（銅鉱）

22，998．015

2、年1　羽年
（銅鉱）i（雛）i（硫働）

7，338．触638．68・『14，376487

　　　ド　　　　　　1　　」 計5・ll4’567

23年
（鋤）1（硫化鉱）

3，757．29・15，・67．U7

　計3，924．408

止している。

　　　　　　丈　献
1）伊藤源郎，常世俊暗：天塩國新下川鉱山調査報
　告，地質調査所資料，昭和器年（乳947）．

2）馬場猛夫：北大卒業論文，M．S．昭和20年
　（19窪5）．

3）奈良勇雄：新下川鉱業所の概況，聯海道鉱山学
　会誌，VoL　IV　No．3，昭和23年1（194817～9月量，

　PP．7｛～78．

噺

553。61：550．8輝i．鋤

愛卸縣大畑．八草附近木節粘土調査報告

R6sum6

大　江　 二　郎畳

“騰睡s踊卵Chy醜earO融a頓錨姻
Y識璽鵬翫A騰鵠，Aic恥1聖騰艶e重搬e・

bv

Jir60e

．The　total　amount　o歪extracted　Kibushi

dαyaround癒eareadescribed量sest伽ated
＆bout150，000－160，000metric　to茸s　with至n　the

Pδst　three　dec我母es。

　The　probable　ore　reserves　remained，ho冊

ever，amount　to　ca．、380，000　血etric　tons　of

踊gh　grade　ore銭　The　c13yey　bed　is　of　young

Te丘ia可a窪e，intefbedded　among　thick　sandy

beds．　Gravel　bed　covers　these　all　over　the

a罫ea。　丁脈e　s3nd　of　the　bed　is　not　yet　fully

雌tilize（1i盒sp童te　of　it＄　expected　bene負cation．

　　　　　　　要　約
、愛知縣西加茂郡保見村大畑及び八草地区は大畑木節，

八草木節として知られた木節粘土の産地である。大正の

初めから開発されで今日までに15～16万tの粘土を産

出し，粘土鉱床の中心部と見られ且つ探掘條件の『よい所

は探掘された感があるが，なお約38万tの推定鉱量を

有し，・品質もよく，その将来を期待し得る。

木節粘土は驚75，000足助図幅で上部鮮新期とされて

＊元鑛床部員

地質調査所月報第2省第2號昭和26年

いる第三紀暦の一部をなし，殆んど水平に厚、｛珪砂暦に

挾まれて洗澱している。この上部を被う礫層との関係は

整合である。・

この珪砂暦は現在の粘士鉱山の区域だけで推定鉱量

151万tを数える莫大量存在するが，験時中の主要需要

者であつた鉄鋼業の不振と硝子工業がまだ興らない爲に

充分に利用されず，木節粘土探掘の副産物的に出るもの

が大部分放棄されている事は，資源的にも粘土鉱業の探

算上からも惜しいものである。

地域内に『サバ」石の採掘跡が2ヵ所あ為が，重要でな
い◎

　　　　　　1．・緒　言
’本調査は主に愛知・岐阜両縣下に分布する特別な粘土

である蛙目粘土及び木箇粘土の調査の第2回として行つ

たものであるo本地域の地形測量は昭和22年11月5日

から同12月％日まで，51日問当所雇小川清が実施し，

地質調査は昭和23年1月から2月の1聞に8日聞山口地

区蛙目粘土試錐調査中に実施した。

本調査は窯業原料協議会を通じて名古屋市の共立窯業

原料株式会肚の依頼による調査である◎

　　　　　2．位置及び室逼
本地域は愛知縣西加茂郡保見村大字大畑及ぴ同八草に

属し，名古屋市の東方約14km，瀬戸市の正南約7km

の位置にあり，南北約2km，東西約2km，総面積3・264

km2（99万坪）の地域である0

　　　　　3．溝革及び現況
・本調査区域丙で現在粘土（木箇粘土）及び珪砂を採掘し、

ているのは次の5鉱山であξo
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